
市職員がほんものづくり隊
の企業に体験入社。実際に感
じた企業の魅力を紹介します。

問商工振興課（℡65・2158）

所在地
体験メモ

手のひらよりも大きなアルミ材の摩擦圧接
加工を体験。30秒ほどで、金属同士がくっつ
く光景はまるで手品のようでした。
長年の多品種の製品開発で培われた技術で、

材質や大きさの違う部品の接合を実現してい
ると語る社員の輝く目が印象的でした。

今回体験入社したのは…

問合先／℡65・5211
分野／摩擦圧接加工、切削加工

光工業株式会社

戸田和幸 さん

金属同士の摩擦熱を利用した接合
技術で、糸を作る紡織機械の部品な
どを製造しています。アルミや銅な
どアーク溶接では難しい、異なる金
属同士の接合も、摩擦圧接加工なら
元の金属と同等以上の強度で接合で
きます。火の粉や煙が出ないので、
環境に優しいのも特徴です。

３年前に西尾市に移転した工場内は通路が広く、隅
々まで明るく照らされており、作業効率や安全性がよ
り一層高まりました。また、清潔感のあるロッカール
ームやおしゃれなカフェテリアなどは、社員からも居
心地が良いと好評です。

★
上矢田町清水50

製造３課

牧野 真依 主事

市商工振興課

異種金属を完全結合
原子レベルの接合技術
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「
ぼ
う
サ
イ
く
ん
」問危機管理課（℡65・2138）

避難所には、動物が苦手な方や動物アレルギーの方
もいるため、飼い主はペットをリードにつないだり、
ケージに入れたりして、屋外で飼育しなければなり
ません。
もしものときに預かってもらえる親戚や友人を事前
に探しておくなど、避難生活を想像し、日頃から備
えておくことが、
自分や家族だけで
なく、ペットの命
を守ることにつな
がります。

金属同士
が

ピッタリ
くっつく

！

ペットを守る災害対策
あなたのペットは大丈夫？

東日本大震災では、飼い主とはぐれた多くのペットが放浪状態になったり、命を落としてしまったりしました。
災害時は、まずは自身の安全を確保。避難が必要な場合は、避難所や安全な親戚・友人宅などにペットと一緒に
避難してください。

・ペットフードや水、トイレシートなどの防災用品
を最低でも３日分準備し、まとめておく

・キャリーバッグやケージに慣れさせる
・不必要にほえないようにしつけする
・マイクロチップや首輪、迷子札を付ける
・ペット防災手帳を準備しておく

日頃から備える

ペット防災手帳
災害時の対応やペットのプロフィ
ールを記載できる「ペット防災手
帳」を右のコードで入手できます。

る

避難生活を想像しておく


